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Ｍマガジン・サポーター（店舗情報の詳細は「音楽好きな友の会」公式ウェブサイトにてご確認下さい）
●公共機関
・区役所 中原区役所５Ｆなかはらっぱ 中原区小杉町3-245 Tel.044-744-3113
・会館 川崎市国際交流センター 中原区木月祗園町2-2 Tel.044-435-7000        
・会館 川崎市生涯学習プラザ 中原区今井南町28-41 Tel.044-733-5560
・会館 かわさき市民活動センター 中原区新丸子東3-1100-12 Tel.044-430-5566
・郵便局 川崎井田郵便局 中原区井田中ノ町25-1 Tel.044-766-9724
 川崎ブレーメン通郵便局 中原区木月1-31-5 Tel.044-455-1800
 川崎木月郵便局 中原区木月住吉町11-12 Tel.044-411-9800
 川崎木月大町郵便局 中原区木月大町11-17 Tel.044-722-3617         
●元住吉西口（ブレーメン通り／井田中ノ町商店街通り）
・果物 フルッチョ 中原区木月1-35-1 Tel.044-433- 3338
・介護センター みずたま介護ステーション元住吉 中原区木月1-35-7元住吉ＧＳビル2F Tel.044-430-6963
・カフェ 水谷珈琲 中原区木月1-32-16 1F Tel.044-577-4288
 ・花屋 Bianca 中原区木月1-26-19 Tel.044-422-7015
・鉄板焼　 ゆうき亭　中原区木月1-28-16 Tel.044-434-6999
・ヘアサロン キャメル ヘアーデザイン 中原区木月1-32-10中嶋ビル1F Tel.044-872-7375
・パン リップル 中原区木月3-10-20 Tel.044-863-6554
・カイロ、整体 ABCカイロプラクティック 中原区木月3-20-16 柳沢ビル 1F Tel.044-434-4342
・コーヒー専門 MUI（旧 もとえ珈琲） 中原区木月3-13-2 Tel.044-767-1368
・カフェ フォレストコーヒー 中原区井田中ノ町33-1 Tel.044-754-1156
・接骨院 井田名倉堂・栗山接骨院 中原区井田中ノ町6-27    Tel.044-766-0850
・コミュニティカフェ イダカフェ 中原区井田中ノ町33-9 Tel.044-799-7127
・時計・貴金属 つだとけいてん 中原区井田中ノ町33-2 Tel.044-766-6022
・広告制作 アルケファクトリー 中原区井田中ノ町33-7 Tel.044-797-2430
・ヘアサロン 波照間 中原区井田中ノ町8-1 Tel.044-797-5692
・理容室 Hair Salon Airs 中原区井田中ノ町8-2 Tel.044-755-0273
●元住吉東口（オズ商店街通り） 
・カフェ  cafe OrangeBlue 中原区木月住吉町7-48-101
・介護センター ツクイ川崎中原 中原区木月2-8-5 Tel.044-431-0027 
・調剤薬局 綱島街道薬局 中原区木月2-16-10 Tel.044-750-0374
・飲み喰い処 粋い仙ん 中原区木月2-20-47 Tel.044-411-8980
・古本・ＣＤ 凸っと凹っと 中原区木月2-10-3
・STEAK  ステーキグラム元住吉店 中原区木月住吉町7-7 Tel.044-433-4129
・お茶 金子園 中原区木月2-2-36 Tel.044-411-5877
・Sステーション ENEOSダイヤ商事 中原区木月住吉町21-1 Tel.044-411-5863
・サンドウィッチ ベトナムウィッチThao's 中原区木月2-1-1 Tel.044-982-3299
・鍼灸院　 和式整体＆整心の『響氣』 中原区木月2-3-35 住吉名店センター401 Tel.044-433-2880
●元住吉近郊
・喫茶室 シンフォニー 川崎市幸区矢上11-1 Tel.044-588-9688
●武蔵小杉近郊
・喫茶店 Coffee Spot Life（ライフ） 中原区上小田中6-22-13 Tel.044-722-0024
・カフェ COSUGI CAFE 中原区小杉町１-403-53 COSUGI VILLAGE1F Tel.044-543-9151
・紅茶専門店 Tea House ローズマリー  中原区小杉町70-4 Tel.044-733-1076
・カフェ フォレストコーヒー 小杉サライ通り店 中原区今井南町428-9 Tel.044-819-8822
●東横線沿線
・調剤薬局 オレンジ薬局川和町店 横浜市都筑区川和町1218-1F Tel.045-929-1005
・調剤薬局 駒沢通り薬局 東京都目黒区中央町2-40-8 Tel.03-6412-7318
・写真 PHOTO SHOP 銀嶺 東京都港区六本木7-8-4 Tel.03-3408-5406
・カフェレストラン カンファー・ツリー 横浜市中区海岸通1-1横浜貿易協会ビル Tel.045-211-2200
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※上記サポーター記載は無料です。

11月5日（日）13:30~
11月19日（日）13:30~
音友レコード倶楽部
場所イダカフェ

11月16日（木）12:10～
ランチタイム
ロビーコンサート
場所川崎市生涯学習プラザ
11月20日（月）13:50～
ママのおひざで聴く
ヴァイオリンコンサート
場所イダカフェ

11月11日（土）14:00～
2017Winter Gathering
& 留学生と交流する会
場所国際交流センター

ヴァイオリニストの
田島華乃です。

ママのおひざで聴く
ヴァイオリンコンサート
11月２0日（月）「イダカフェ」
開場：13:30／コンサート：13:50～14:30

コミュニティーカフェ イダカフェ
中原区井田中ノ町33-9

イダカフェ

音楽演奏会、写真や絵画を展示したい、
手作り雑貨を販売したい、など各種教室に

井 田 小 学 校 正 門 前

音楽が好きな方、
一緒に楽しみませんか？
ボランティアスタッフ募集中！ 090-9398-2889（担当：塚田）

ontomo.jp

レコードコンサートやライブイベント
等、地元「元住吉」周辺での企画や運営
を一緒に楽しみませんか？年齢・性別・
国籍問わず。ただし、あくまでもボラン
ティア精神で。いっしょに「川崎・音楽の
まち」を楽しみながら推進しましょう！

参加費

お問い合わせ・ご予約は
kano.otonoya@gmail.com

15:00～、15:30～

連載 23 楽器未経験のママたち

http://ontomo.jp/

1～3時間迄￥3,000、1日レンタル￥5,000

　楽器未経験のママがお子さん
に音楽を習わせたい場合、前回
に引き続き、お子さんに音楽を奏
でる環境を作る事についてお話
ししたいと思います。

●モトスミJazz Night委員会HP http://motosumijazznight.org/ ●Tel：０５０-５２７５-５７４０

（9：00～21：00まで）

　よく、「私は楽器を弾いた事が
ないのですが、この子には何か
習わせたいなと思っているので
す。でも、私が分からないとダメな
のかな…」という相談を受けま
す。
　実は、私の母もヴァイオリンは
未経験でした。ヴァイオリンの曲
がとても好きだったので、私には、
自分の力で弾ける位になればい
いなぁ、と思い、ヴァイオリンの先
生の所へ通う事にしたんですね。
毎回のレッスンへついて来てくれ
て、先生から出される課題、基礎
的な事、弾き方のコツなどを私と
一緒に覚えていき、ついには本
人も弾けるようになっていました。
笑。

　なので、最初のうちは母と一緒
に弾き方を覚えていった感じで
す。（そのうち、私がコンクールなど
を受ける頃には、すっかり私の方
が上手になっていましたが）家で
の練習は、母がピアノで一緒に
弾いて音程のチェックをしたり、メ
トロノームを使って一定のテンポ
で弾く練習などをしました。
　という訳で、お母様が未経験
の場合、レッスンに一緒に通っ

2017.6/17(Sat)

11月16日（木）川崎市生涯学習プラザ 1階ロビー
12:00開場／12:10開演／12:40終演予定／料金：無料

第60回

ランチタイムロビーコンサート

川崎市生涯学習プラザ ●お問い合わせ
（公財）川崎市生涯学習財団
総務室企画情報係
ロビーコンサート担当
TEL 044-733-5811
E-mail:concert@kpal.or.jp
川崎市中原区今井南町28－41

【出演】
本島 洋子（声楽）
【プロフィール】
子育てを終え、ソロ活動を始めて
35年が経過しました。その間、
様々な器楽や朗読などとともに演
奏会を開催しています。「楽しいひ
と時を皆様と」がモットーです。本日

は、秋の夜長にお聞きいただきた
い、優しい調べの曲を演奏させてい
ただきます。お気に召していただけれ
ば幸いです。声楽と歌唱を移川澄
也氏、中井進氏、飯田忠文氏に師
事しました。大阪芸術大学短期大
学部卒業・玉川大学芸術学部声楽
社会人講座修了。長野市在住。

【演奏曲目】
♪シューベルトのセレナーデ（作曲：シューベルト）　　
♪天使の糧（作曲：C.フランク）(作曲)
♪夕べの祈り（作曲：フンパーディンク）
♪北秋の（作曲：信時 潔）
♪落葉松（作曲：小林 秀雄）
♪すみれ（作曲：モーツアルト）
♪クローエに（作曲：モーツアルト）
♪月に寄せる歌（作曲：ドボルジャーク）

2017Winter Gathering & 留学生と交流する会
11月11日（土）
11:00～16:30
参加費無料（第二部のみ要申込）
川崎市国際交流センター

川崎市国際交流センター

お仕事頑張るサラリーマンやOLさん、
子育て頑張るママさんなど日頃忙しくしている

自分へのご褒美にココロもカラダも
リラックスする"自分時間"をつくりましょう。

お問い合わせ・ご予約は
 http://peopleyoga.weebly.com

◆参加費
1,500円（マットレンタル別途100円）
「初回1,000円マット込み」でご体験いただけます
◆持ち物
動きやすい服装、ヨガマット（あれば）、お水
◆対象者
どなたでもご参加頂けます
妊婦さんやお体に不調がある方は
事前にお知らせください）

やさしいヨガ教室
わたみーの朝＆夜ヨガ

◆朝ヨガクラス
第１、第３土曜日　7:30～8:30
1,500yen

◆メディテーションクラス
第１、第３土曜日　8:35～9:00
朝ヨガクラスから参加の方 無料
メディテーションクラスのみの方 500yen

◆夜ヨガクラス
毎週水曜日　20:00-21:15
1,500yen

て、お子さんと一緒に覚えて課題
を乗り越えていく事になります。
　小さい頃は、お家でお子さんが
一人で練習をするという事はほぼ
無理ですので、お母様と二人三
脚で練習をする必要があります。
　１日10分ずつからでも良いの
で、毎日弾く事が大切です。

初回
1,000yen
（マット込み）

Portrait of Charlie Parker,
Tommy Potter, Miles Davis, 
Dizzy Gillespie and Max Roach,
Three Deuces, New York, N.Y.

【表紙写真】チャーリー・パーカー。1940年代、モダン・ジャズの
原型となるビバップスタイルの創成に、ディジー・ガレスピーと共
に携わった。これにより「モダン・ジャズの父」とも言われる。初
期の頃はヤードバードと呼ばれ、後にバードと呼ばれた。パー
カー自身も"Yardbird Suite"や"Bird Feathers"といったタイト
ルを発表している。ちなみにヤードバードとは囲いの中で飼われ
ている鶏、囚人をさす。何故そう呼ばれていたかは諸説有り。１９
８８年製作のクリント・イーストウッド監督の映画『バード』は、
チャーリー・パーカーの生涯を描いたもの。

【第一部】
11:00～12:00　
［場所］談話ロビー
留学生による発表、
ピアノの演奏など

【第二部】
13:00開場、13:30～16:30　
［場所］ホール
・外国人が見たかわさき「フォトコンテスト」表彰式
・世界の音楽・舞踊ステージ　
  変面・ジャグリング（中国瀋波雑技団 段海波）、
  留学生の発表、ロシアの音楽と舞踊（山田アリョーナ他）、
  ラテンギターの演奏と歌（IRVING KOJI）
・情報コーナー・体験コーナー
・中国の切り紙体験、行政書士相談、学習支援展示
・世界のお茶とお菓子コーナー
  （中国、ブラジル、インド、フィリピン）ピアノ演奏（海老沢嘉佳）

●お問い合わせ・お申し込み
（公財）川崎市国際交流協会
TEL 044-435-7000
FAX 044-435-7010
E-mail:kawasaki@kian.or.jp
川崎市中原区木月祇園町2-2
元住吉駅から徒歩10分



　ジャズのボーカル物をあんまり聴かないん
ですよ。ポップスのアデルとかロックのスー
ザン・テデスキーとかソウルのシャディ（古
い！）とかは大好きなんですが、ジャズボーカ
ルは聴かない。何故ですかね？多分、「せっ
かく１流ミュージシャン達が演奏しているの
に、歌手が歌っている間はバッキングに徹し
てしまって、たいしたことはしていないような
気がする。」からなんだろうと思います。凄い
偏見ですよね。ボーカリストの皆さん、どうも
すいません。ってな訳ですので、持っている
アルバムもヘレン・メリルの「With Clifford 
B r own」とかジューン・クリスティーの
「SomethingCool」（←これは大好きでし
た！）とか大名盤と言うか入門編と言うか、そ
んなのばっかりです。
　そんな私でも何人かは好きなボーカルが
いまして、今日はその中から、日本人のボー
カリストMAYAをご紹介させていただきま
す。彼女の魅力をどうやってお伝えすれば
良いのでしょう？だいたい彼女をジャズボー
カリストと呼んでしまって良いのかな？いわゆ
る、スタンダードをそつなく上手に歌うってタ
イプではありません。例えば彼女のメジャー
デビューアルバムではジャズはもちろん、
キャロル・キングあり、スティービー・ワンダー
あり、ラテンもあるしユーミンをポルトガル語
でボサノバにしちゃったりしています。こう書
くと、カバー曲の寄せ集めのように聞こえ
ちゃいますが、とんでもない！何とのアルバム
はスイングジャーナルのゴールドディスクを
獲っているんですよ！彼女の音楽はジャズ
ボーカルと言う枠に入りきれないスケール
の大きさがあるような気がします。これからお
気に入りの3枚をご紹介しますが、それ以外
にも本気でジャズばっかり演っているアル
バム、ブルースに特化したアルバム、最新
作は何とシャンソンです。きっと才能の塊の
ような女性なんでしょうね。
　さて、お気に入りの1枚目は「LOVE 

PORTION NO.9」（写真①）。この
アルバムでは9人編成のミニビック
バンド（？）とピアノトリオを曲目に
よって効果的に使い分けています。

2曲目は私の大好きな"シャイニー・ストッキ
ング"。ビックバンドをバックにスイングしまっ
くっています。また3曲目はサザンオールス
ターズの"夏をあきらめて"のポルトガル語
バージョン！その後もラテンタッチの編曲を
中心に多彩な曲を取り上げていて、聴いて
いて楽しいアルバムです。

　2枚目は「Kiss of Fire」（写真②）。映画
「男と女」のプロローグに始まりエピローグ
で終わるという、粋な演出をされたアルバム
です。しかもフランス語！そればかりかこのア
ルバムでは英語、スペイン語、イタリア語、
ポルトガル語、フランス語、そして日本語と6
か国語で歌っています。凄いですね！でも、そ
んな事よりMAYAの魅力は、「いろいろな
ジャンルの曲を自由に選択してMAYAの世
界を通して改めてその曲の魅力を教えてく
れる」って事じゃないでしょうか。例えば8曲
目"Fantasia"。この曲は私が大ファンであ
るアルゼンチン出身の歌手ガブリエラ・アン
ダースの曲です。オリジナルは囁き系の歌
なのですが、ここではクールでタイトなラテン
曲に仕上げていてカッコイイ！だいたい、それ
程メジャーではないガブリエラ・アンダース
のカバーを始めて聴きました。それだけで感
動ですね。
　最後に極めつけのアルバム「マルチニー
クの女」（写真③）。 これはもう、ハッキリ

11月5日（日）／11月19日（日） 午後1:30~午後4:30
イダナカ商店街／井田小学校正門前 イダカフェ 参加費￥500／飲み物￥500円（クッキー付き）

音楽を通して気さくに語り合える集いです。

松波陽介私とジャズ連載16

甘く切ない歌声。word of mouth
ジャンルを問わない
独特な世界観に浸ってください！

４ビートに首ったけ連載11 長谷部  徹 
地元マスターのジャズ談話

BIANCA店主

Every Friday is a jazzy night,Let's heal the fatigue of work

Mマガジン持参の方お1人様1回につき、1ドリンクサービス！

毎週金曜日
元住吉駅西口下車、ブレーメン通りを抜け徒歩12分。井田小学校正門前

音響装置はKT-88/6L6の真空管アンプで、暖かな音色がより疲れを癒します。
金曜日の夜は、元住吉、井田小学校正門前のジャズ喫茶で!!

Cool Down j.の音響装置
★アンプ：CAV T-88a、6L6自作、
　ONKYO A-913
★スピーカーシステム：
　タンノイ・バークレー、ティアック。
★プレーヤー：コスモ７８回転仕様。
★ＣＤプレーヤー：パイオニア。

天井が高く、残響もとても心地よい空間で
す。その特性を生かし大きな音で聴くのでは
なく、ホールで聴くライブ感覚をこのカフェは
醸し出しています。週末のこともあり、店の名
前は”Cool Down j.”。一週間の疲れを安ら
げる無理のないサウンドで、心を癒して帰途
についていただきたい。おいしいコーヒーとお
酒。おつまみをご用意しています。

▲CAV T-88a

「銀河鉄道」
くじら座・牧野ケント

音友レコード倶楽部音友レコード倶楽部音友レコード倶楽部

　出がけに何気なく持て行きたくなった「ス
ティーヴィー・ワンダーヒット21」のＣＤ（写
真①）。「音友レコード倶楽部」で使用して
いるイダカフェ会場の準備をしながら聴いて
みようと持って出た。スティーヴィー・ワン
ダーはソウル、ポップ、R&B、ファンク、ジャ
ズなどのメロディーメーカーとしてデビューし
た。音量を上げて聴いてみた。暫くぶりに聴
いたソウルの8ビート、シェイクのリズムはと
ても気持ち良く、昔のドラマー気分を思い出
した。"心の愛（I Just Called To Say 
ILove You）"、"イズント・シー・ラブリー

暫くぶりの『スティーヴィー・ワンダー』はかっこ良かった！！
（Isn't She Lovely）"、スティーヴィー自
身のドラム・ビートから始まる"迷信
（Superstition）"など聴けば聴くほどリズム
に乗ってくる。1972年に子供向けテレビ番
組『セサミ・ストリート』でこの曲を演奏した
際には、チャック・マンジョーネがトランペット
で参加している。スティーヴィー・ワンダーの
作品の素晴らしさを改めて感じた。積極的
な踊りの好きな女の子、男の子がいたらツ
イスト？（古いね！）やスローな曲ならチークで
も踊り始めそう（笑）。イダカフェがダンス
ホールになるかな。このスティーヴィー・ワン
ダーのＣＤ1時間位あるけれど、能書き抜き
でコーヒーでも飲みながら皆さんもノリノリで
聴かれたら良いと思います。いやノリノリに
なっちゃいますよ。"サンシャイン（You Are 
The Sunshine Of My Life）"はスティー
ヴィー、スコット・エドワーズ（ベース）、ダニエ
ル・ベン・ゼブロン（コンガ）の3人とゲスト・
ボーカリストとしてジム・ギルストラップ、グロ
リア・バーリー、ラニ・グローヴスが参加との
こと。自然と身体が動き始めますよ。私のも
う一枚のＣＤは「高島忠夫・寿美花代の音
楽大好き!!シリーズ～日本の洋画テーマ

20」（写真②）。この中から今や知る人ぞや
知る"河は呼んでる(中原美紗緒)"が聴きた
く持参。日本公開1958年で同名のフラン
ス映画の主題歌。南仏プロバンス地方ア
ルプス山麓から流れるデュランス河にまつ
わる物語。暫くぶりで聴きました。皆さんも同
じ聞き慣れたレコード、ＣＤでもオーディオ装
置が違うとまたひと味違うのでぜひ持参し
て見てください。しかし本日は非常に残念な
ことに地震かなと思いきや大変な日になっ
てしまいました。（塚田親一・記）

　今回の「レコード倶楽部」で、もし時間が
あればとジャネット・サイデルのＣＤを1枚
バッグに入れて参加しました。いつも名盤や
新情報などを紹介してくださるヴォーカル通
の方がお見えになれば、多分ジャネット・サ
イデルの訃報と共に、彼女の弾き語りなど
を聴かせてくれたのではないかと思いなが
ら、Ｍマガジンのスペース埋めとして僭越な
がら筆を執ることに。
　オーストラリアの歌姫ジャネット・サイデル
（Janet Seidel  1955年5月28日生まれ）
が、先月（8月）7日に62才で亡くなりました。
ジャネット・サイデルを知ったのは約20年程
前だったと思いますが、ヴォーカル好きの仲

ジャネット・サイデルを偲びつつ
間の一人から1993年録音のセカンド・ア
ルバム「WINTER MOON」（写真③）を聴
かされたのが最初でした。声の質、ジャズ・
フィーリングに魅了されると共に、ドリス・デ
イ（レス・ブラウン楽団のバンド・シンガー時
代に"Sentimental Journey"のミリオン・
ヒットで名を挙げた）によく似ていると直感
し、繰り返し聴いているうちに何となく“やす
らぎ”を感じさせるシンガーだな～・・・と。
　ちょっと横道に逸れますが、ヴォーカルは
歌詞を理解して聴かないと、その良さが半
減してしまうと云われますが、老生勉強不足
で原詩の理解力がありませんので、もっぱら
声の質とフィーリングが好みの基準になっ
ているんです。（情けないですナー・・・）
　さて、「ジャネット・サイデルのディスコグラ
フィは如何に・・・」と見てみますと、1990年
4月, 9月, '92年3月, 6月の4回にわたり録
音されたものが纏められ「LITTLEJAZZ 
BIRD」というアルバム（ＣＤ）で1994年に
リリースされていまして、見落としが無ければ
全17枚の最後は「CHARADE  ‒  
HENRRY MANCINI SONG BOOK」が
2007年にリリースされています。その間 の
2001年にリリースされた「DORIS & ME」
（ジャケット写真④）を聴くと、ポップ・チュー
ンも含めてジャネットは矢張りドリス・デイを

敬愛していたのだと、納得させられますね。
同アルバムの同一曲で、ジャネットとドリス・
デイの聴き比べをしてみるのも一興か
と・・・。
　今回の集いで、ジャネットのアルバムは
殆んどコレクションしてあるという、ジャネット
と同年代の方（勿論男性ですヨ）がいらし
て、恐らくリアルタイムで彼女のアルバムを
聴かれていたのではと思いました。今回は
思い掛けず、ジャンルは異なりますが男性・
女性の歌声を聴きながら、会場のオーディ
オ・システムの再生音に関心を持たれた方
が、「システム構成の違いで、再生音がこん
なに違うんですネ！」と、感嘆の声しきりでし
た。そう、歌声の味も変わってしまいますよ
ね。今回は少人数でしたが、和やかなひと
時を過ごすことが出来ました。（S.K.記）

空っぽになった隣の椅子に思い出が座る。
窓越しに見える街並みから、一つ二つと明
かりが消えてゆく。
列車が走り出すと君と僕の姿が窓に映っ
て、まるでこのまま宇宙を走り出すようだ。
この曲は、グランドピアノとアコースティック
ギターが同時に音を鳴らすところから始まる。
疾走感溢れるイントロは22歳の胸の内を表
し、僕の青春もここに詰まっている。隣で少
し恥じらう姿は僕の心をくすぐり、その時初め
て欲しいものを奪う気持ちがわかるような気
がした。
イントロを見送ると、静かにAメロが始まる。
ハイポジションで高く鳴るアコースティックギ
ター、宙に浮かぶ音符を掴んで紡ぐように歌
が乗る。列車が動き出したようだ。Bメロから
入るグランドピアノの音色は、この曲の舞台
を一気に銀河へと変える。現実と憧れを隔
てる踏切を目の前にして、僕は一瞬立ち止

まる。次の瞬間汽笛を鳴らし、急激に加速す
るとこの曲のサビが始まる。22歳の焦燥
感、どうにもならない歯痒さを乗せて、銀河
鉄道は君だけが降りる駅を目指して夜を駆
け抜けてゆく。
終点がなければ良いのにと、一人願う心と
は裏腹に迎えた最後の駅。そこで僕はその
夜を胸にしまう。今夜を二人の思い出にする
ことはできそうになかった。
扉は閉まる。後ろ姿を見送ると、君の声が崩
れた。目蓋の裏ではまだ大きく振られる手が
残っていた。僕がずっとこのまま握りしめてし
まいたい、と感じた手が残っていた。
様々な気持ちの中で葛藤し、曲は意外な
コードで締めくくられる。2分50秒間の楽曲
の中には多くの景色が映っているが、銀河
鉄道は前へと進んでゆく。ひたすらに進んで
ゆく。
ああ、作詞は難しい。ふわふわと浮かんでい
る不確かな言葉を掴んで紡いでは、その度
目の前に踏切が立ちはだかるものだ。そうし
て一つ一つの隔たりがなくなるのを静かに

待って、僕はまた目的地を目指して進み始め
る。終点の見えない銀河鉄道に運ばれるよ
うに、人生を生きている。

　この言葉を初めて知ったのは学生の時
でした。ぼくのMマガジン初投稿の時にも話
題に挙げた、渋谷毅オーケストラの演奏を
初めて横浜ジャズプロムナードで見たときで
す。（そういえば、今年もそんな時期がやって
来ましたね！横浜ジャズプロムナード！）かの
有名なジャコ・パストリアスビッグバンドのア
ルバムのタイトルでもあるこの言葉は『口
伝』という意味であると知ったのは大学を卒
業してから。（写真①）何度も何度もCDが
擦り切れるくらい（実際には擦り切れません
でしたが…）聞いたこのアルバム、ハーモ
ニー、メロディーがとても素敵で、どこかアー
バンなそしてロマンチックな展開があり全曲
捨て曲なし、といったアルバムであると未だ
に信じて止まないのです。そしてこのアルバ
ムの中で僕が一番すきな曲が“Three 
views of a seacret”という曲です。この曲
をあえて邦題にするならば、「誰も見たことの
ない、三番目の秘密の景色」とでもいいま
しょうか、そんな素敵な情景が想像できる普
及の名作であると思います。
　今回このアルバムのタイトルを取り上げ
たのはつい最近、この『口伝』という言葉を

耳にしたからです。それは毎週金曜日にイダ
カフェで営業している「Cool Down J」にい
らっしゃったお客様の一言でした。元住吉駅
を降りてすぐのところにある、住吉神社でお
囃子をやっていているらしく、商店街で演奏
されていたその動画を拝見させていただきま
した。（写真②）管楽器奏者の僕は、綺麗で
伸びやか、それでいてピンと存在感のある
篠笛の音に非常に興味を持ち、恐れ多くも
「篠笛のパートは募集していますか？」という
ことを軽い気持ちで聞きました。しかし、篠笛
をやるにはまずは太鼓のパートができるよう
になってからである、ということでした。お囃
子の中での篠笛の立ち位置は、全体を取り

仕切る指揮者のようなもので、お囃子全体
を把握していないと統率できない、とのこと
でした。また、雛人形の五人囃子との関連も
あり、それぞれの太鼓のリズムを順番に覚え
ていき、やっと笛を演奏することができるとい
うことも分かりました。ここで少し感じたのは、
僕らの演奏しているジャズとは順番が異な
るのかな、ということでした。お囃子とは違い
ジャズの演奏は、どのパートもメロディーに
対してどのような伴奏をつけるのか、というこ
とが大事であると考えます。たとえドラマーだ
としてもその曲のメロディーを知っているか
知らないかで、演奏の様子がガラリ180度
変わってくると思います。逆にいうとメロ
ディーを知っているからこそ、どのようなリズ
ムが合うのか、ということも考えられます。し
かしお囃子は太鼓のリズムが基本となり、そ
こから先に節が出てくる、ということなのか
な、ということを考えました。音楽にも色々な
形があり、その音楽がどのような形で伝承さ
れるかということを知る出来事でした。

言ってラテンのアルバムです。毎月読んで
いただいている方は「またラテンかぁ」と思っ
ているでしょうね。どうもすいません。ジャンル
を問わず歌っているMAYAですが、やっぱり
ラテンがベストです。彼女のライナーノーツ
にこうあります。「MAYAとして、ラテンアル
バムを出さなければ死ねない、みたいな。正
直、思ってましたから、ワタシ。」もう何も言う
事はありません。Youtubeでも何でも良い
ので、是非聴いてみて下さい。お勧めは、1
曲目のラテンの名曲に生まれ変わった"稲
村ジェーン"、5曲目は私の一番のお気に入
り、甘く切ない"サボール・ア・ミ"、11曲目の
妖しい魅力の"優しいマルチニークの女"な
どです。どうぞ、彼女の魅力に惑わされてくだ
さい。
　では、また来月。アディオス！

▲①LOVE PORTION NO.9

▲②Kiss of Fire

▲牧野ケント

▲③マルチニークの女

▲②高島忠夫・寿美花代の
　音楽大好き!!シリーズ
　～日本の洋画テーマ20

▲①スティーヴィー・ワンダーヒット21

▲④DORIS & ME

▲①Jaco Pastorius 『Word of mouth』

▲②住吉神社のお祭り

▲③WINTER MOON

【お知らせ】月二回行われています「ジャズカフェ」の名称が「音友レコード倶楽部」に変わりました。
ONTOMO Music Record Club


